
●
２
０
１
２
年 

公
益
財
団
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
住
ま
い
の
環
境
向
上
へ
努
め
ま
す
。

踏
ま
え
た
ワ
イ
ド
な
企
画
が

目
に
付
き
ま
す
。

　

近
畿
６
支
部
の
開
催
地
は

関
西
な
ら
で
は
の
高
速
鉄
道
や

道
路
網
の
充
実
で
短
時
間
で

結
ば
れ
、参
加
側
に
は
テ
ー
マ

を
選
別
し
な
が
ら
各
会
場
へ

出
掛
け
ら
れ
ま
す
。こ
れ
が
近

畿
エ
リ
ア
の
特
徴
で
す
。

　
一流
ホ
テ
ル
あ
り
、知
名
度
の

高
い
ホ
ー
ル
な
ど
と
会
場
は
さ

ま
ざ
ま
。大
阪
府
支
部
は
昨
年

の
開
催
で
効
果
の
あ
っ
た「
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
」で
の「
賃
貸
住

宅
フ
ェア
」会
場
内
の
ブ
ー
ス
を

利
用
し
て
開
催
し
ま
す
。２
日

間
で
約
２
万
人
が
入
場
す
る

と
予
測
さ
れ
る
メ
ジ
ャ
ー
な
住

宅
展
を
利
用
す
る
わ
け
で
、こ

れ
も
多
く
の
人
に
日
管
協
の

存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、賃
貸

住
宅
の
果
た
す
役
割
と
、そ
れ

に
従
事
す
る
管
理
会
社
の
存

在
を
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う

に
は
絶
好
の
場
と
判
断
し
た

か
ら
で
す
。

　

共
通
の
内
容
は
全
支
部
が

行
政
の
動
向
は
も
ち
ろ
ん
、日

管
協
の
活
動
紹
介
、満
室
経
営

へ
の
方
策
で
す
。ま
た
、賃
貸
住

宅
に
ま
つ
わ
る
各
種
の
紛
争
や

対
処
、経
営
面
で
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
ラ
イ
ブ
感
覚
の

取
り
入
れ
で
す
。入
場
者
が
よ

り
興
味
を
持
て
る
よ
う
に
立

体
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

奈
良
県
支
部
は
早
く
か
ら

企
画
を
進
め
、現
実
路
線
で
ズ

バ
リ〝
今
オ
ー
ナ
ー
が
知
り
た

い
こ
と
〟を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま

す
。「
満
室
経
営
」「
家
賃
滞
納

対
策
」。オ
ー
ナ
ー
か
ら「
聞
い

て
き
ま
す
」と
言
わ
せ
る
ば
か

り
の
リ
ア
ル
路
線
で
す
。

　

賃
貸
住
宅
は
国
民
生
活
に

お
け
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
社

会
の
大
切
な
ス
ト
ッ
ク
。こ
れ

を
正
常
に
活
性
化
さ
せ
る
の

が
国・行
政
の
責
任
で
あ
り
、そ

れ
に
基
づ
い
て
家
主
と
協
力
し

て
経
営
的
管
理
を
行
う
の
が

管
理
会
社
で
す
。こ
の
フ
ェ
ア

を
通
じ
て
賃
貸
住
宅
の
健
全

な
供
給
を
促
進
さ
せ
住
環
境

の
向
上
を
果
た
す
こ
と
が
主

目
的
で
す
。ま
ぁ
難
し
い
こ
と

は
さ
て
置
い
て
、会
場
へ
足
を

運
び
ま
し
ょ
う
。得
る
も
の
は

いっ
ぱ
い
あ
り
そ
う
で
す
。日
管

協
本
部
も
今
年
の
フ
ェ
ア
は
全

国
62
会
場
で
６
千
人
と
い
う

動
員
増
達
成
を
決
め
て
い
ま

す
。

「インテックス大阪」
「賃貸住宅フェア」内
（午前11時50分～4時
　30分まで）

大阪市営地下鉄「中ふ
頭」駅下車すぐ。大阪
駅前からのバス便もあ
ります。

全国賃貸住宅新聞社が開く「賃貸住宅フェア」
の会場内ブースで行う。2日間で 2万人が集ま
る会場が魅力。

大阪府支部 会 場 交通便 特 徴

10 THU/FRI
木曜日 /金曜日11～12／

京都府支部 会 場 交通便 特 徴

11 SAT
土曜日3／

「ハートピア京都」地下
鉄丸太町駅すぐ。都心
の会場。（午後 1時 30
分～4時 30 分）

地下鉄烏丸線丸太町駅
から会場へ直接通じる
利便性。京都駅などか
らのバス便も。

200 人は入場できる会場をフルに使って空室対
策など、オーナーに関心のあるテーマにしぼり
込み。

兵庫県支部 会 場 交通便 特 徴

10 SAT
土曜日20／

JR、阪神、阪急、地下
鉄の三宮駅から 5分以
内。他府県からでもナ
イスフットワークの地。

滋賀県支部 会 場 交通便 特 徴

10 SUN
日曜日28／

JR 草津駅西口から約
200m。ホテルなど都市
施設の並ぶ一角。

奈良県支部 会 場 交通便 特 徴

10 SUN
日曜日28／

「ホテル日航奈良」。JR
奈良駅西口。県内では
上位のホテル。（午後 1
時 30 分～4時 30 分）

JR奈良駅の西口で、京
都や大阪からも足の便
は良い。駐車場も完備。

2部構成で女性講師をまじえた興味のある内容
に。「満室経営」「家賃滞納」の実態など。

和歌山県支部 会 場 交通便 特 徴

10 SUN
日曜日14／

和歌山市内。南海電車
の和歌山市駅から歩10
分。バス便もあり。

「神戸国際会館」。神戸
市を代表するターミナル
「三宮」の近く（午後 1
時 30 分～4時 45 分

「草津市立まちづくりセン
ター」。滋賀県内では知
名度の高い会場。（午後
1時30分～5時）

「ダイワロイネットホテル
和歌山」。和歌山市駅
近くのホテル（午後 1
時 30 分～4時）

国交省のテーマ「賃貸住宅の環境向上」に沿っ
て、入居率の現状や紛争処理・相続、高齢者住
宅など、すぐに役立つテーマを専門家が解説。

空室を改善するための対策やトラブルになら
ないための相続問題の解決方法がテーマの講
演。

例年、地元の不動産やオーナーの組織、行政
などと協力して地元色の強いイベント。
通年 100 名近い稼働人数が特徴。

「
満
室
経
営
を
」な
ど
中
心
に
　

大阪府支部のメイン会場は「インテックス大阪」
「賃貸住宅フェア」内。

京都府支部の開催会場はいつも満員です

６
支
部
が
ア
イ
デ
ア
し
ぼ
っ
て
！

　
今
年
も
国
土
交
通
省
後
援
に
よ
る
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

が
近
づ
き
ま
し
た
。左
表
通
り
、近
畿
の
各
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た

企
画
で
臨
み
ま
す
。〝
行
っ
て
み
た
い
〟〝
参
考
に
な
り
そ
う
〟〝
知
っ
て
お
か
な
く
て
は
〟を
感

じ
さ
せ
る
内
容
ば
か
り
。賃
貸
住
宅
の
入
居
環
境
の
向
上
は
国
が
主
導
す
る
テ
ー
マ
で
す
。

そ
こ
で
行
政
の
動
向
や
日
管
協
の
取
り
組
み
、さ
ら
に
満
室
経
営
へ
の
方
策
な
ど
、行
政

か
ら
民
間
に
至
る
ま
で
、各
会
場
か
ら
役
立
つ
知
識
や
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。

　

左
表
の
よ
う
に
開
催
は
国
の「
住
宅
月

間
」に
沿
っ
た
も
の
で
全
国
共
通
の
テ
ー
マ
で

催
さ
れ
、期
間
は
十
月
〜
十
一
月
で
す
。各

支
部
は
エ
リ
ア
内
で
知
名
度
が
高
く
、便
利

な
場
所
を
会
場
に
選
び
、多
く
の
来
場
を

可
能
に
す
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。オ
ー

ナ
ー
向
け
セ
ミ
ナ
ー
と
は
い
え
、賃
貸
住
宅

の
入
居
者
や
管
理
す
る
側
、ま
た
、リ
フ
ォ
ー

ム
や
損
保
関
係
ま
で
広
い
分
野
か
ら
の
来

場
を
意
識
し
た
企
画
で
す
。「
聞
い
て
お
き

た
い
」「
こ
れ
は
必
要
な
知
識
」「
直
接
質
問

し
た
い
」な
ど
、来
場
者
の
意
図
を
十
分
に

「
行
政
の
動
向
・
日
管
協
の
取
組
み
・
満
室
経
営
」
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大
阪
府

支
部（
山

本
肇
支
部

長
）は
近

畿
圏
で
最
大
の
管
理
業
者
の

組
織
で
す
。そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
活
動
を
と
、昨
年
度
か
ら
組

織
の
柱
と
な
る
体
制
の
見
直

し
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。課

せ
ら
れ
た
社
会
貢
献
は
も
ち

ろ
ん
、活
動
の
原
点
は
会
員
の

経
営
的
管
理
業
の
確
立
こ
そ

が
重
要
と
認
識
。支
部
活
性
へ

具
体
的
な
組
織
図
を
つ
く
り
、

竹
中
力
事
務
局
長
ら
を
中
心

に
視
野
を
広
く
し
た
活
動
方

針
で
今
年
度
か
ら
は
実
行
の

年
度
と
し
て
動
き
は
じ
め
ま

し
た
。

　

大
き
な
テ
ー
マ
は
、会
員
と一

緒
に
つ
く
る
参
加
型
の
支
部
活

動
で
す
。み
ん
な
が
興
味
を
持

て
る
テ
ー
マ
を
選
ん
で
共
に
積

極
的
な
行
動
を
し
て
い
く
こ
と

で
共
通
の
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
る

は
ず
。一
連
の
行
動
を
通
じ
て

そ
れ
が
支
部
独
自
の
メ
ッ
セ
ー

大阪府支部も登録増に全力

〝登録制度〟前進
　国交省が主になってすすめている
「賃貸住宅管理業者登録制度」。大
阪で開催された説明会や研修の結
果、ほぼ業界全体に認知され、登録
数も増えています。

　

大
阪
府
支
部
は
総
会
や
研

修
の
機
会
ご
と
に
、
登
録
制

度
へ
の
参
入
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
日
管
協
本
部
か
ら

石
河
博
司
氏
を
招
き
、
何
回

も
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
国
交
省
主
催
の
説

明
会
も
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
効
果
か
ら
登
録
業
者
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
大
阪
的
気

風
か
ら
「
登
録
し
て
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
の
で
す
か
」
な
ど

の
発
言
も
聞
こ
え
る
も
の
の
、

登
録
増
へ
の
努
力
が
実
り
始

め
微
増
中
で
す
。

　

大
阪
府
支
部
の
山
本
肇
支

部
長
も
「
支
部
会
員
全
員
の

登
録
が
目
標
」
と
、
機
会
毎

に
制
度
の
説
明
・
説
得
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
す
人
と
借
り
る
人
を
結

ぶ
登
録
制
度
。
国
が
認
め
た

〝
優
良
管
理
会
社
〟
と
い
う

位
置
付
け
と
さ
れ
、
業
界
の

関
心
も
よ
う
や
く
高
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

いつも研修のテーマに

今年も「賃貸住宅フェア」内で開催
10月11日（木）・12日（金）
大阪南港「インテックス大阪」で

好評　座談会形式も採用

国
交
省﹁
住
宅
月
間
﹂　
大
阪
府
支
部
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　

国
交
省
が
主
導
す
る
国
の
「
住
宅
月
間
」
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
日
管
協
の
各
支
部

が
９
月
〜
11
月
に
か
け
て
行
う
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
。
大
阪
府
支
部
は
昨
年
の

成
功
か
ら
今
年
も
２
万
人
以
上
の
来
場
が
予
測
さ
れ
る
「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」
の
会

場
内
ブ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

　
一
人
で
も
沢
山
の
人
に
日
管

協
の
存
在
と
、関
西
で
の
大
阪

府
支
部
の
活
動
を
身
近
に
感

じ
て
ほ
し
い
。そ
こ
で
今
年
も

10
月
11
日（
木
）12
日（
金
）に

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
の「
イ

ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
」で
開
催
さ
れ

る
賃
貸
関
連
の
ビ
ッ
グ
イ
ベン
ト

「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」内
で
の

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

で
す
。全
国
賃
貸
住
宅
新
聞

社
が
主
催
す
る
フ
ェ
ア
の
会
場

に
は
賃
貸
住
宅
経
営
者
は
も

ち
ろ
ん
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら

リ
フ
ォ
ー
ム
、損
保
な
ど
関
連

企
業
で
溢
れ
、１
開
催
で
２
万

人
以
上
が
来
場
し
ま
す
。そ
の

動
員
力
に
乗
っ
か
っ
て
の
イ
ベ
ン

メジャーな賃貸住宅のイベント
会場。沢山の人が集まります。

ト
で
す
。昨
年
開
催
時
、会
場

で
の
注
目
度
・
熱
い
視
線
が
印

象
的
で
、「
今
年
も
こ
こ
で
」と

決
ま
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
感
覚
で
、壇
上
と
参

加
者
が
至
近
距
離
で
や
り
と

り
が
出
来
る
機
会
を
つ
く
り

ま
す
。セ
ミ
ナ
ー
会
場
は
2
日

間
共
に「
不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
セ
ミ
ナ
ー
」と
、「
満
室
経
営

セ
ミ
ナ
ー
」に
二
分
、目
的
に
合

わ
せ
て
講
演
や
座
談
会
な
ど

が
立
体
構
成
で
行
れ
ま
す
。初

日
は「
相
続
ト
ラ
ブ
ルへ
の
基
本

対
策
」を
日
管
協
の
相
続
支
援

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
担
当
。一方
、

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
に
よ
る「
リ

フ
ォ
ー
ム
テ
ク
ニッ
ク
」は
事
例

を
示
し
て
の
講
演
で
す
。ま
た
、

「
国
の
管
理
会
社
の
差
別
化
施

策
」に
つ
い
て
日
管
協
本
部
か

ら
講
師
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。2

日
目
は「
登
録
制
度
で
変
わ
る

正
し
い
管
理
会
社
の
選
び
方
」

こ
れ
も
本
部
か
ら
の
講
師
が

講
演
。最
終
日
の
最
後
は
九
州

の
三
好
不
動
産
執
行
役
員
伊

瀬
知
晃
氏
が「
こ
れ
か
ら
の
賃

貸
住
宅
管
理
と
は
」で
講
演
し

ま
す
。こ
の
よ
う
に
2
日
に
わ

た
り
、講
演
、座
談
会
、事
例
紹

介
な
ど
が
行
れ
、来
場
者
に

と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、役
立
つ

内
容
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。セ
ミ

ナ
ー
の
ブ
ー
ス
で
く
わ
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
、企
画
の
細
部
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。

ニ

ュ

ー

ス

大
阪
で
相
続
支
援
講
習

来
年
５
月
ま
で
計
８
回

　

相
続
支
援
に
係
る
新
し
い
資
格

制
度
を
創
設
し
た
日
管
協
は
三

好
修
日
管
協
会
長
自
ら
同
支
援

研
究
会
会
長
と
な
り
、全
国
各
支

部
で
順
次
、相
続
支
援
講
習
会
を

開
き
ま
す
。近
畿
ブ
ロッ
ク
関
連
で

は
大
阪
会
場
で「
基
礎
コ
ー
ス
」と

し
て
９
月
14
日（
金
）か
ら
来
年
の

５
月
ま
で
梅
新
の
フ
ェニッ
ク
ス
タ

ワ
ー
内
で
計
８
回
開
催（
有
料
）。

５
回
以
上
出
席
の
合
格
者
は
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
す
す
み
ま
す
。

　

同
講
習
に
つい
て
は
兵
庫
県
の

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま

す
。「
相
続
問
題
」を
重
要
な
管

理
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
と
と
ら
え
、関

心
が
高
ま
って
い
ま
す
。

全
会
員
参
加
型
の
活
動
展
開

ジ
の
発
信
と
な
り
、一
般
メ
デ
ィ

ア
に
も
登
場
し
て
自
然
に
存

在
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う

構
図
で
す
。

　

執
行
部
会
、運
営
委
員
会
の

下
に
●
組
織
・
広
報
委
員
会

（
石
井
賀
津
彦
委
員
長
）●
業

務
研
究
・
企
画
研
修
委
員
会

（
松
尾
充
泰
委
員
長
）レ
デ
ィ
ー

ス
部
会（
田
中
与
志
子
部
会

長
）と
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
業
務
研

修
部
会（
前
田
昌
則
部
会
長
）

が
含
ま
れ
ま
す
。●
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
委
員
会（
宮
野
純
委
員
長
）

●
総
務
委
員
会（
竹
中
力
委

員
長
）ら
か
ら
な
る
各
委
員
会

が
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
ま
す
。

　

新
し
く
設
け
た
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
委
員
会
は
早
く
も
九
州
で

研
修
を
行
い
ま
し
た（
別
稿
参

照
）。ま
た
、山
本
支
部
長
も

参
加
、総
務
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
大
阪
府
や
市
と
の
行
政

協
力
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。今
年
度
か
ら
来
年
に
か
け

て
の
支
部
活
動
に
期
待
で
す
。

左
は
役
員
の一覧
。

　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　

 

大
阪
府
支
部 　

情
報
発
信
力
高
め
る
組
織
へ

支部長 山本　　肇 ㈱関西建設
副支部長/事務局長 竹中　　力 セーフティジャパン・リスクマネジメント
副支部長 前田　昌則 パナホーム不動産
副支部長 犬伏　健次 日住サービス
監　事 横江　三郎 横江総合管理
監　事 高宮　令子 関西ホームサービス
役　員 宮野　　純 レンタックス
役　員 太田　卓利 宅都
役　員 細川　朋哉 アパルトマン
役　員 松尾　充泰 リプロス
役　員 千々岩大輔 三島コーポレーション
役　員 水野　達司 エステートトーワ
役　員 越野　　憲 日本セーフティ㈱
役　員 田中　　享 日本住宅流通㈱
役　員 福島　将人 リクルート
役　員 田中与志子 ベストホーム
役　員 石井賀津彦 AIU保険会社
役　員 松本　時康 フジヤマ
役　員 濱部　浩樹 積和不動産関西
役　員 上田　博昭 大和リビング
役　員 安村　史郎 すまいる管理
相談役 大美　威之 ハートガスシステム

日管きんき〈2〉 大阪府支部



　
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
委
員
会（
宮
野
純

委
員
長
）は
大
阪
府
支
部
で
最
も

新
し
い
委
員
会
で
す
。そ
こ
で
早

く
も
企
画
し
、実
施
し
た
の
が
日

管
協
会
長
会
社
で
先
端
を
行
く

管
理
事
業
が
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
九
州
の
三
好
不
動
産
へ

の
訪
問
、研
修
で
し
た
。

　

賃
貸
住
宅
管
理
業
の
今
後
を

考
え
る
時
、現
状
で
最
も
活
発
な

動
き
を
見
せ
、成
功
例
を
積
み
重

ね
、さ
ら
に
新
分
野
へ
挑
戦
し
よ

う
と
い
う
三
好
不
動
産
へ
の
訪
問

は
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
委
員
会
の
目
指

す
活
動
に
は
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

　

参
加
者
は
宮
野
純
委
員
長
の

他
、太
田
卓
利
副
委
員
長
、細
川

ベンチマーク委員会、さっそく九州の有力管理会社訪問・・・

 成功への制度、ノウハウ知る機会 
大
阪
府
支
部

九
州
、三
好
不
動
産
で
長
時
間
研
修
行
う

朋
哉
副
委
員
長
ら
管
理
業
を
中

心
に
し
た
17
社
。７
月
18
、19
日

１
泊
２
日
の
日
程
。午
後
に
現
地

集
合
、翌
日
現
地
解
散
と
い
う
研

修
、見
学
。遊
び
な
し
勉
強
一
筋
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。

 

成
功
事
例
を
公
開 

　

今
回
は
、三
好
不
動
産
の
物
件

仕
入
れ・空
室
対
策
、外
国
人
採
用
、

社
員
教
育
な
ど
に
関
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
と
成
功
の
事
例
公
開
で
し
た
。

　

賃
貸
市
場
が
不
況
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
時
、企
業
努
力
で
乗
り
越

え
、こ
の
機
を
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
成
期

と
も
と
ら
え
前
進
。そ
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
企
業
と
フ
ェ
イ
ス・

ト
ゥ・フ
ェ
イ
ス
で
語
り
合
い
、刺
激

を
受
け
て
参

考
に
し
よ
う

と
い
う
の
が

今
回
の
企
画

の
狙
い
で
す
。福
岡
で
２
万
５
千
室

を
管
理
し
、入
居
率
95
％
達
成
の

事
実
の
裏
側
に
あ
る
企
業
努
力
を

知
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。三
好

不
動
産
で
は「
お
客
様
が
魅
力
を

感
じ
る
物
件
の
価
値
の
創
造
」と

簡
単
に
説
明
は
し
て
も
、そ
の
プ
ロ

セ
ス
は
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
制
度
が

あ
る
わ
け
で
、参
加
者
に
は
大
い
に

関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

 

講
師
は
伊
瀬
知
晃
氏 

　

研
修
会
は
三
好
不
動
産
側
か

ら
三
好
修
社
長
、伊
瀬
知
晃
財
務

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
が
講

師
と
な
り
、管
理
業
務・仕
入
れ
、

相
続
、生
保
な
ど
に
つい
て
主
に
伊

勢
氏
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
委
員
会
か
ら
、留
学

生
対
策
、管
理
物
件
消
失
防
止
の

対
策
、家
主
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
提
案

方
法
、管
理
事
業
の
安
定
化
、経

営
管
理
へ
の
手
法
な
ど
に
対
し
て

質
問
。同
社
は
経
験
や
実
績
を
示

し
つつ一歩
踏
み
込
ん
だ
回
答
で
出

席
者
に
は
参
考
に
な
っ
た
よ
う
で

三好不動産での研修

　

大
阪
府
支
部
の
レ
デ
ィ
ー

ス
部
会
（
田
中
与
志
子
部
会

長
）
が
今
夏
、
今
年
度
初
の

「
講
演
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

社
会
と
密
着
す
る
テ
ー
マ
で

民
間
賃
貸
住
宅
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
の
住
宅
確
保
要
配

慮
者
に
向
け
た
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
補
助
な
ど
多
く

の
施
策
を
発
表
。

　

民
間
賃
貸
住
宅
に
よ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
確
保
促
進

事
業
の
名
称
で
賃
貸
住
宅
の

空
室
の
最
大
利
用
を
考
え
、そ

の
た
め
賃
貸
関
連
の
業
者
へ
協

力
を
求
め
る
事
業
説
明
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

大
阪
府
支
部
へ
も
協
力
依

民
間
賃
貸
の
有
効
活
用
事
業

国
交
省
　
大
阪
府
・
市
が
説
明
会

頼
が
あ
り
、
各
会
員
に
事
業

内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
説
明
会
を
６
月
に
大
阪
市

内
３
か
所
で
開
催
。
国
交
省
、

大
阪
府
、
大
阪
市
の
担
当
者

が
出
て
事
業
内
容
を
公
開
。

協
力
の
方
法
、
事
業
の
考
え

方
な
ど
細
か
い
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
国
庫
補
助
事
業
で

あ
り
、
改
修
工
事
に
関
し
た

補
助
金
に
つ
い
て
空
室
増
で

悩
ん
で
い
る
オ
ー
ナ
ー
や
管

理
業
者
は
関
心
が
あ
り
、
説

明
会
は
ど
の
会
場
も
満
席
で

し
た
。
対
象
住
宅
、
改
修
工

事
の
範
囲
、
賃
貸
住
宅
の
管

理
、
補
助
金
の
額
。
ま
た
、

そ
れ
に
と
も
な
う
大
阪
あ
ん

し
ん
賃
貸
支
援
事
業
へ
の
登

録
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
大
阪
府
住
宅
ま
ち

づ
く
り
部
居
住
企
画
課
民
間

住
宅
助
成
グ
ル
ー
プ
（
℡
０

６
＝
６
２
１
０
＝
９
７
１
１

ま
で
）

　

当
日
、
国
交
省
か
ら
は
住

宅
局
住
宅
総
合
整
備
課
・
江

田
頼
宣
氏
、
大
阪
府
住
宅
ま

ち
づ
く
り
部
居
住
企
画
課
の

下
谷
敬
之
氏
、
大
阪
市
都
市

整
備
局
企
画
部
住
宅
政
策
課

の
国
領
大
介
氏
が
同
事
業
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

満員の説明会会場

　

大
阪
府
は
今
年
度
国
土
交

通
省
と
連
携
し
て
空
家
の
多
い

す
。参
加
者
に
と
っ
て
自
分
の
目

で
確
か
め
、知
り
、見
て
、学
ぶ
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
野
委
員
長
は「
経
営
全
般
に

わ
た
る
社
内
制
度
を
開
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。参
加
各
社
の
抱

え
る
課
題
へ
の
対
応
に
役
立
っ
た

と
思
い
ま
す
。三
好
会
長
を
は
じ

め
ス
タ
ッ
フ
の
方
、参
加
し
た
委
員

の
皆
様
に
感
謝
で
す
」。ま
た
、参

加
し
た
太
田
卓
利
氏（
宅
都
）は

「
管
理
内
要
に
つい
て
の
開
示
は
参

加
者
に
大
変
好
評
で
第
2
回
目

の
開
催
を
」と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、現
地
で
の
取
材
、撮

影
は
犬
伏
健
次
氏（
日
住
サ
ー
ビ

ス
）が
協
力
下
さ
い
ま
し
た
。

ベンチマーク
委員長
宮野純氏

　
高
齢
者
向
け
賃
貸
の
モ
デ
ル
を
　

― 

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の
講
演
会
が
満
員
に 

―

企
画
し
た
「
講
演
会
」
は
予

測
し
た
50
名
を
超
す
参
加
者

と
な
り
ま
し
た
。

　

ズ
バ
リ
テ
ー
マ
は
〝
高
齢

者
〟
を
対
象
に
し
た
賃
貸
住

宅
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

提
案
。
従
来
、
管
理
業
界
は
、

高
齢
者
住
宅
事
業
に
対
し
て

は
及
び
腰
で
、
一
部
の
業
者

に
片
寄
っ
て
い
る
傾
向
で
す
。

こ
れ
を
身
近
に
「
取
り
組
め

そ
う
」
と
感
じ
さ
せ
る
内
容

の
講
演
で
、
最
後
は
質
問
も

集
中
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
男
性
が
目
立

ち
、
会
社
幹
部
の
出
席
が
多

か
っ
た
の
も
今
回
の
特
徴
で

し
た
。

■賃貸
住
宅
の
主
役
へ

　

さ
て
、
テ
ー
マ
は
「
若
者

か
ら
高
齢
者
へ
、
賃
貸
住
宅

の
主
役
が
変
わ
る
日
」
。
少

子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
賃

貸
住
宅
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
管
理

業
者
に
と
っ
て
無
視
出
来
な

い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
の
経
営
モ
デ
ル
を
㈱

エ
イ
ジ
プ
ラ
ス
社
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
審
（
あ

き
ら
）
大
助
氏
が
提
案
し
ま

し
た
。

満員の会場

三好修社長

日管きんき〈3〉大阪府支部

●土地有効活用 ●賃貸住宅管理
●仲介全般　　 ●リフォーム事業

株式会社 関西建設
大阪府知事（１１）第１４２５８号

〒541-0058 大阪市中央区南久宝寺町1丁目6番5号
Tel.06-6266-6060 Fax.06-6266-6002

賃貸住宅経営の
ベストパートナー
〈豊かさを提案します〉

経営理念
一、私達はお客様を第一として、信頼・安
心・喜びを与えます

一、私達はお客様の資産の有効活用と
都市再生に貢献致します

一、私達は感謝と喜びを持って幸せと生
きがいのある会社を作ります



京都府支部

視点
法の （51）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部顧問弁護士　田中　伸

違反車両の放置責任
　最近、次の質問が当事務所にありました。「大型バイク
の駐輪が禁止されているマンションで、大型バイクが不
法に駐輪され、苦情がありながらも放置され、入居者の
一人が腹を立てて、退去するので引越料・慰謝料を払え
と言ってきました。どう対応すべきですか。」
　確かに、賃貸物件で規律が守られていないことを不
快に感じる入居者も多いはずです。しかし、そのこと
で入居者が家主に対し、契約解除や損害賠償を請求で
きるかどうかは別問題です。入居者が家主に対し、そ
れらを請求できるためには、家主のその入居者に対す
る契約上の義務違反がなければなりません。
　今回の入居者にとっては、自分の賃借している部屋
の使用収益はできているのであり、他の入居者の規律
違反は、自らの解除等の理由にはなりません。
　この入居者の請求は、法的には正当ではありません
が、賃貸経営の観点からは、違反者を放置しておくこ
とは物件の価値を下げるものであり、直ちに措置をと
るべきです。

　

都
市
の
住
宅
問
題
に
さ
ま
ざ

ま
な
カ
タ
チ
で
取
り
組
ん
で
い

る
都
市
居
住
推
進
研
究
会（
事

務
局
長
、西
村
孝
平
氏
）は
今

夏
、ユ
ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ
で
定
例

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

京
都
市
内
の
ひ
と・ま
ち
交

流
館
を
会
場
に
テ
ー
マ
は「
ビ
ン

テ
ー
ジ
ビ
ル
が
変
え
る
！
夢
あ

る
賃
貸
と
ま
ち
の
価
値
」。技

術
と
ア
イ
デ
ア
で
ま
ち
の
拠
点

を
再
生
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

講
師
は
吉
原
勝
巳
氏（
㈲
吉
原

住
宅
と
ス
ペ
ー
ス
Ｒ
デ
ザ
イ
ン
の

社
長
）で
す
。

相
続
実
践
講
座
が
終
了

　

不
動
産
業
に
従
事
す
る
人

に
向
け
た「
相
続
実
践
講
座
」

が
9
月
11
日（
火
）を
最
終
に

全
6
回
の
講
座
を
修
了
し
ま

し
た
。少
子
高
齢
化
社
会
を

迎
え
て
相
続
問
題
は
さ
ら
に

複
雑
に
、ま
た
深
刻
さ
を
増
し

日管協京都府支部 オーナーセミナー2012
　京都府支部（吉田光一支部長）は11月3日（祝）午後1
時30分から京都市内の「ハートピア京都」で「賃貸住宅
オーナーセミナー2012」を開催します。国土交通省の
「住宅月間」の協賛行事で、地元の各行政の協力の下、た
くさんのオーナーを迎えて行われます。

国
の
住
宅
施
策
に
協
賛﹁
入
居
環
境
の
向
上
﹂
テ
ー
マ

　

今
回
の
会
場「
ハ
ー
ト
ピ
ア

京
都
」は
京
都
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

中
心
、烏
丸
通
り
に
面
し
、地

下
鉄
丸
太
町
駅
か
ら
直
接
会

場
へ
通
じ
る
と
い
う
利
便
性
に

優
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。ア
ク
セ
ス

の
良
さ
を
会
場
に
選
ん
だ
の
も

少
し
で
も
多
く
の
人
に
来
場
し

て
も
ら
う
考
え
で
す
。日
管
協

が
公
益
財
団
化
し
て
初
の
催

し
だ
け
に
、京
都
府
支
部
で
は

準
備
に
時
間
を
か
け
て
き
ま

し
た
。国
交
省
の「
安
心
・
安

全・入
居
環
境
の
向
上
」に
基
い

て
さ
ら
に
①
最
近
の
行
政
の
動

向
と
協
会
の
取
組
み
②
満
室

経
営
を
目
指
し
て
︱
を
踏
ま

11
／
3
（
祝
）
午
後
、
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
」

え
て
、そ
こ
へ
支
部
の
ア
イ
デ
ア

を
加
え
、講
師
の
選
定
を
し
ま

し
た
。今
年
度
は
全
国
の
62
会

場
で
6
千
人
の
動
員
を
目
指

し
て
お
り
、近
畿
ブ
ロッ
ク
内
で

動
員
実
績
の
あ
る
京
都
府
支

部
で
は
、オ
ー
ナ
ー
以
外
に
も

多
く
の
参
加
が
望
め
る
企
画

を
考
え
ま
し
た
。当
日
の
講
演

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
1
部「
最
近
の
行
政
の
動

向
と
協
会
の
取
組
み
」。日
管

協
京
都
府
支
部
吉
田
光
一支
部

長
が
協
会
活
動
に
つ
い
て
説
明
。

行
政
側
か
ら
京
都
府
建
設
交

通
部
住
宅
課
副
課
長・鹿
野
俊

成
氏
。京
都
市
都
市
計
画
局

住
宅
政
策
課
課
長・寺
沢
昌

人
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
直
近
の
都

市・住
宅
政
策
の
進
捗
状
況

を
語
り
ま
す
。

　

第
2
部「
こ
れ
か
ら
の
空

室
対
策
方
法
」講
師
は
全
国

的
に
有
名
な
論
客
で
㈱
ア
ー

ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
社
長
・
藤
澤

雅
義
社
長
で
す
。評
論
的
立

場
で
な
く
、自
ら
も
賃
貸
管
理

会
社
を
経
営
、そ
の
実
感
を
通

し
て
の〝
空
室
対
策
〟に
つ
い
て

の
話
は
期
待
大
で
す
。

　

第
3
部「
相
続
に
関
わ
る
問

題
解
決
」は
、日
管
協
の
相
続
支

援
講
習
の
講
師
で
あ
る
松
本
智

氏（
兵
庫
県
支
部
長
）が
オ
ー

ナ
ー
に
とって
関
心
の
高
い
相
続

対
策
の
重
要
点
を
解
説
し
ま
す
。

　
「
京
都
市
居
住
支
援
協
議

会
」の
設
立
総
会
が
去
る
9
月

13
日
京
都
市
で
行
わ
れ
ま
し

た
。か
ね
て
よ
り
、市
が
中
心

と
な
り
、高
齢
者
の
入
居
を
拒

ま
な
い
住
ま
い
確
保
へ
の
支
援

へ
登
録
制
度
や
相
談
会
の
実
施

を
進
め
て
き
ま
し
た
。こ
れ
が

よ
う
や
く
民
間
不
動
産
組
織

や
福
祉
団
体
の
協
力
で
支
援

の
細
部
が
具
体
化
し
ま
し
た
。

こ
の
設
立
で
国
が
進
め
て
い
る

「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
整

備
推
進
事
業
」へ
の
参
加
申
請

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
年
内
に
設
け
る
登

録
制
度
を
軸
に
し
て
住
ま
い

を
探
す
高
齢
者
を
支
援
。同

時
に
、入
居
相
談
や
国
庫
補
助

制
度
の
利
用
促
進
へ
オ
ー
ナ
ー

や
管
理
会
社
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
も
実
施
。高
齢
者
で
も
入

居
出
来
る
物
件
紹
介
、そ
れ
を

仲
介
す
る
不
動
産
業
者
を
市

が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
Ｈ
Ｐ
で
の

公
開
を
予
定
。高
齢
者
が
安

心
し
て
住
ま
い
を
探
せ
る
環

境
づ
く
り
の
一
歩
が
ス
タ
ー
ト

す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

設
立
総
会
に
は
京
都
市
の

門
川
大
作
市
長
を
は
じ
め
、市

側
か
ら
都
市
計
画
局
、福
祉
局

か
ら
も
担
当
者
が
出
席
。民

間
側
は
日
管
協
京
都
府
支
部

な
ど
不
動
産
4
団
体
と
福
祉

関
係
の
２
団
体
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
代
表
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

な
お
、京
都
市
居
住
支
援
協

議
会
の
会
長
に
は
京
都
市
都

市
計
画
局
黒
田
芳
秀
氏
、副

会
長
に
は
日
管
協
京
都
府
支

部
吉
田
光
一支
部
長
が
就
任
し

ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
入
居
支
援
は
国
、

家
主
、不
動
産
業
者
、福
祉
団

体
な
ど
が
一
致
し
て
入
居
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
実
現
の
条
件

で
、協
議
会
の
設
立
は
ま
さ
に

官
民
一
体
と
な
っ
て
の
施
策
で

す
。

官
民
一
体
で
高
齢
者
の
入
居
応
援

吉
田
光
一
氏
が
副
会
長
に
就
任

日
管
協

京
都
府
支
部
ニ
ュ
ー
ス

会
員
各
社
へ
周
知
徹
底

管
理
業
者
登
録
制
度
参
入
へ

　

京
都
府
支
部
は
賃
貸
住

宅
管
理
業
者
登
録
制
度
参

入
へ
の
取
組
み
と
し
て
会
員

が
集
ま
る
機
会
を
生
か
し
て

同
制
度
へ
の
入
会
を
す
す
め

て
い
ま
す
。最
終
的
に
は
全

管
理
会
社
の
登
録
が
目
標

で
す
。京
都
府
支
部
は
正
会

員
55
社
の
う
ち
23
社
が
登

録
し
て
い
ま
す
。

古
い
ビ
ル
を
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
対
象
に

都
市
居
住
推
進
研
が
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し

て
い
ま
す
。こ
の
機
に
不
動
産

業
界
に
従
事
を
す
る
者
が
し
っ

か
り〝
相
続
〟に
つ
い
て
学
ぼ
う

と
、主
催
者
で
あ
る
一
般
社
団

法
人・京
都
府
不
動
産
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
協
会（
岡
本
秀
巳

理
事
長
）が
京
都
市
な
ど
の
後

援
、協
力
を
得
て
七
月
か
ら
同

講
座
を
開
始
し
た
も
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
の
周
辺

不
当
要
求
防
止
へ
講
習
会

　
京
都
府
支
部
と
暴
対
協
が

　

暴
力
団
の
活
動
が
続
く
な

か
で
京
都
府
支
部
の
協
力
組

織
、京
都
府
賃
貸
管
理
業
暴

力
排
除
対
策
協
議
会（
吉
田
光

一
会
長
）が
9
月
24
日（
月
）午

後
1
時
30
分
か
ら
京
都
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で「
不
当
要
求
防

止
責
任
者
講
習
」を
開
催
し

ま
し
た
。受
講
終
了
時
に
京
都

府
公
安
委
員
会
よ
り
受
講
修

了
書
と
プ
レ
ー
ト
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。暴
力
団
は
寄
せ
付
け

な
い
と
い
う
日
々
の
心
構
え
を

学
ぶ
講
習
で
し
た
。

「
京
都
市
居
住
支
援
協
議
会
」
が
総
会

会場の「ハートピア京都」下は前会
のセミナーで挨拶する吉田支部長

日管きんき〈4〉 京都府支部



京都府支部

外国人留学生が頼りに
していた「フェア」

京
都
府
支
部 

住
居
支
援
へ
新
ス
タ
ー
ト

留 学 生 向 け サ イ ト 稼 働 へ

　日管協京都府支部（吉田光一支部
長）はこのほど、京都に住む外国人
留学生、来日予定の外国人に向けた
新しいサイトを立ち上げ、今秋から
スタートします。（公財）京都国際交
流協会との共同運営になります。

イ
ト
を
設
け
て
京
都
以
外
か

ら
も
外
国
を
含
め
た
広
い
範

囲
か
ら
利
用
で
き
る
住
居
支

援
策
の
新
発
足
で
す
。

　

外
国
人
への
住
居
支
援
は
京

都
府
支
部
や（
公
財
）京
都
国

際
交
流
協
会
が
毎
年
２
月
に

「
フ
ェア
」会
場
を
設
け
て
実
施

し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、居
住

予
定
者
も
含
め
て
さ
ら
に
多
く

の
外
国
人
を
対
象
に
サ
イ
ト
を

設
立
し
て
役
立
て
よ
う
と
企
画

を
進
め
て
き
ま
し
た
。よ
う
や

く
具
体
化
し
て
こ
の
秋
に
立
ち

上
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
に
至
り
ま

し
た
。

　

従
来
、京
都
国
際
交
流
協

会
が
運
営
し
て
き
た「
Ｈ
Ｏ
Ｕ

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」を
利
用
、京
都

府
支
部
が
運
営
管
理
を
し
て

い
く
と
い
う
基
本
的
な
協
議
が

ニ
ュ
ー
ス
・
お
知
ら
せ

大
路
博
司
氏
が
受
賞

日
管
協
、協
会
活
動
で
表
彰

　

日
管
協
は
毎
年
、

全
国
の
各
支
部
活

動
に
尽
力
し
た
人

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。第
24
年

度
の
協
会
活
動
功
労
賞
は
全
支

部
か
ら
19
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。京
都
府
支
部
は
大
路
博
司
氏

（
大
宝
住
建
社
長
）が
受
賞
。大

路
氏
は
現
在
、支
部
の
副
支
部

長
で
、業
務
支
援
や
事
業
企
画

な
ど
の
部
会
長
を
務
め
支
部
活

動
の
中
心
的
存
在
で
す
。「
留
学

生
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
」な
ど
の
開

催
に
従
事
し
て
長
年
の
間
、支
部

に
貢
献
。法
律
を
中
心
に
広
い

知
識
で
部
員
の
人
材
育
成
や
法

律
の
解
決
な
ど
、貢
献
は
実
証

済
で
す
。

実
演
や
レ
ク
チ
ャ
ー
交
え
て

　

日
管
協
京
都
府
支
部
は
今

年
度
初
の
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
を

今
夏
、８
月「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ

ザ
京
都
」内
で
開
催
し
ま
し
た
。

青
年
部
会
と
協
力
し
て
新
ア

イ
デ
ア
で
企
画
、実
際
の
仕
事

に
即
役
立
つ
内
容
で
緊
張
の
２

時
間
。プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に

は
男
性
も
交
え
た
懇
親
会
を

整
っ
た
の
で
す
。京
都
に
は
今

後
も
外
国
人
留
学
生
が
増
え

る
と
い
う
見
通
し
が
あ
り
、地

元
の
管
理
業
者
と
し
て
注
目

し
、支
援
策
を
強
化
し
て
い
く

の
は
国
際
化
の
流
れ
で
す
。

　

立
ち
上
げ
に
関
し
て
は
支
部

内
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、

各
社
の
取
り
組
み
状
況
を
知

る
と
同
時
に
会
員
の
考
え
も
参

考
に
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
る

と
、6
社
が
外
国
人
の
集
客
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
結
果
が

判
明
。結
果
的
に
は
こ
れ
ら
6

社
が
中
心
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い

く
方
針
。長
栄
、京
都
学
生
情

報
セ
ン
タ
ー
、フ
ラ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
、エ
リ
ッツ
、ハ
ウ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、学
生
ハ
ウ
ジ
ン
グ
な
ど

が
設
立
に
積
極
的
な
会
社
で

す
。（
詳
細
は
新
年
号
で
掲
載
）。

●
管
理
会
社
で
の
人
材
と
は

　
「
財
産
を
預
か
る
仕
事
だ
か
ら
有

能
に
超
し
た
こ
と
は
な
い
。基
本
的

に
人
間
と
し
て
の
倫
理
観
が
あ
れ
ば

あ
と
は
教
育
次
第
。そ
れ
に
は
お
金

も
時
間
も
か
か
り
ま
す
。会
社
全
体

の
環
境
が
人
材
の
育
つ
教
育
現
場
の

役
割
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」。

●
業
界
か
ら
有
能
な
人
材
が
出
る

こ
と
で
管
理
業
活
性
化
へ

　
「
理
想
と
現
実
が
あ
り
ま
す
。重

要
だ
と
の
認
識
は
あ
る
が
取
組
み
に

対
し
て
は
必
ず
し
も
一位
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。ま
ず
厳
し
い
市
況
へ
の
対
応

が
先
と
い
う
考
え
も
事
実
で
す
」。

●
国
は
賃
貸
住
宅
行
政
を
進
め
る

中
で
日
管
協
と
い
う
組
織
を
重

視
し
て
協
力
の
方
向
で
す
。

　
「
私
た
ち
が
受
け
持
つ
管
理
業
分

野
は
住
宅
行
政
と
密
接
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。官・民・学
の
協
力
と
い

う
環
境
で
、管
理
業
界
の
有
能
な
人

材
が
こ
う
い
う
状
況
下
で
力
量
を
発

揮
で
き
る
は
ず
」。

●
ク
レ
ー
ム
産
業

だ
か
ら
有
能
な

人
材
は
こ
な
い

と
い
う
話
も
聞

き
ま
す
が
。

　
「
社
会
の
流
れ
は
早
い
。こ
の
業
界

で
有
能
な
人
、人
材
と
い
わ
れ
る
人

が
育
ち
、よ
い
仕
事
が
で
き
る
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
成
し
て
社
会
に
役
立
て
る
。

も
う
時
代
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

普
通
の
レ
ベ
ル
の
人
が
会
社
や
社
会

の
中
で
人
材
と
な
っ
て
育
っ
て
い
く
時

代
で
し
ょ
う
。育
成
の
環
境
づ
く
り

こ
そ
大
切
。経
営
側
も
本
気
で
人
づ

く
り
を
考
え
る
時
で
し
ょ
う
」。

●
確
か
に
変
化
は
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
プ
ラ
ス
思
考
で
い
れ
ば
そ
こ
に
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。仕

事
人
と
し
て
の
評
価
は
自
分
で
評
価

し
納
得
の
Ⓐ
印
に
し
て
お
か
な
い

と
」。

賃貸管理業の成功に〝人材〟あり

日管協理事、近畿ブロック長  長田修氏に聞く
業界全体で育成の環境づくり

シリーズ　●人材

長田修氏・日管協　
理事　近畿ブロック長
㈱長栄　代表取締役

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
が
楽
し
く
役
立
つ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

日
管
協
京
都
府
支
部
の
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
も
二
代
目
の
岡
嶋

緑
部
会
長
が
就
任
。
男
性
も
女
性
も
み
ん
な
が
参
加
す
る
全
員

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
大
当
た
り
で
し
た
。
身
近
な
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
の
が
盛
り
上
が
り
の
原
因
で
し
ょ
う
。

実
施
。女
性
が
中
心
に
な
っ
て

企
画
す
る
が
、男
性
も
協
力
、一

緒
に
な
っ
て
楽
し
く
役
立
つ
会

に
し
よ
う
と
い
う
の
が
目
的
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
四
部
制
で
、そ

れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
。ま
ず
、実

演
と
レ
ク
チ
ャ
ー
か
ら
始
ま
り
、

京
都
府
警
本
部
の
担
当
者
に

よ
る
防
犯
教
室
は
質
問
も
た

く
さ
ん
出
ま
し
た
。次
は
京
都

府
支
部
会
員
の
エ
リ
ッ
ツ
京
都

駅
前
店
主
任
、石
本
典
子
さ
ん

が
体
験
を
通
じ
た
ト
ッ
プ
ウ
ー

マ
ン
の
働
き
方
を
伝
え
る
と
場

内
は
シ
ー
ン
。相
当
効
果
は
あ
っ

た
よ
う
で
す
。次
に
富
士
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
望
月
三
樹
子

社
長
が
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
へ
の
対

応
の
心
得
を
じ
っ
く
り
。最
後

は
奈
良
の
丸
和
不
動
産
常
務

取
締
役
の
小
西
克
美
氏
が「
こ

ん
な
社
員
に
育
っ
て
ほ
し
い
」と
、

経
営
者
側
か
ら
の
希
望
と
期

待
の
ほ
ど
を
述
べ
ま
し
た
。ど

の
話
も
不
動
産
業
に
従
事
し
て

い
る
も
の
な
ら
聞
き

逃
せ
な
い
内
容
で
、

時
間
が
足
り
な
い

ほ
ど
、緊
張
の
約
２

時
間
で
し
た
。次
回

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

小西氏が経験を踏まえて

「
ふ
れ
あ
い
住
宅
フ
ェ
ア
」

か
ら
前
進

ネ
ッ
ト
で
情
報
提
供

　

京
都
で
暮
ら
す
外
国
人
留

学
生
の
住
居
情
報
に
欠
か
せ

ぬ
存
在
だ
っ
た「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
留

学
生
ふ
れ
あ
い
住
宅
フ
ェア
」が

今
年
２
月
の
開
催
を
最
後
に

終
了
。そ
れ
に
替
わ
る
も
の
と

し
て
ネ
ッ
ト
に
よ
る
新
し
い
サ

岡嶋部会長が挨拶

ぎっしりの会場

●優れた人材確保は経営上の重要なテー
マ。よい素材を企業が育成

●社員のモチベーションアップへ良い刺激
を与える

●会社が目指していることを明確に伝え、
前向きな意識を高める

●社員である喜びを共有できる環境づくりを

日管きんき〈5〉京都府支部



セ
イ
同
和
損
害
保
険
」
（
北

区
西
天
満
４
︱
15
︱
10
、

ザ
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ワ
ー

9
F
）
で
開
講
し
、
12
社
22

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
習
内
容
は「
相
続
税・贈

与
税
の
計
算
方
法
」、「
登
記

と
戸
籍
の
仕
組
み
」な
ど
を

税
理
士
、司
法
書
士
、不
動
産

大阪で相続支援コンサルタント講習開講
●
●
　
建
物
管
理
か
ら
資
産
管
理
へ
　
●
●

　

日
管
協
本
部
は
「
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」
の
本
格
的
な
普
及
を
図
る
た
め
東
京
以
外

で
も
「
相
続
支
援
講
習
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

大
阪
で
も
９
月
14
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

相
続
対
策
を
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ

鑑
定
士
ら
専
門
家
か
ら
学
び

ま
す
。講
習
は
８
回
。１
回
４

時
間
で
全
講
習
時
間
は
計
32

時
間
に
な
り
ま
す
。受
講
料
は

一
人
６
万
円（
日
管
協
会
員
）。

　

同
制
度
は
「
管
理
業
は
建

物
管
理
か
ら
資
産
管
理
業
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

が
持
論
の
三
好
修
日
管
協
会

長
の
発
案
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

関
西
の
同
講
習
の
責
任
者
の

松
本
智
兵
庫
県
支
部
長
は「
相

続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、相

続
対
策
な
ど
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
の

武
器
と
な
る
資
格
」と
話
し
ま

す
。

　

松
本
さ
ん
も
、
東
京
に

通
っ
て
講
習
を
受
け
、
さ
ら

に
上
級
の
「
講
師
育
成
コ
ー

ス
」
を
修
了
。
全
国
に
13
人

し
か
い
な
い
「
講
師
」
の
資

格
を
得
て
い
ま
す
。
現
在
は

日
管
協
相
続
支
援
研
究
会
の

副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

個
人
資
産
の
６
〜
７
割
は

不
動
産
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

相
続
税
の
税
率
ア
ッ
プ
が
確

実
視
さ
れ
て
お
り
、
相
続
対

策
の
再
検
討
が
必
要
で
す
。

　

相
続
税
支
援
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は
、
不
動
産
の
専
門
家

と
し
て
、
他
の
専
門
家
と
の

間
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

な
る
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
管
協
で
は
将
来
、
全
国
で

１
０
０
０
人
の
相
続
支
援
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
誕
生
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
だ
け
で
行

わ
れ
て
い
た
同
講

習
を
、
今
年
秋
か

ら
は
大
阪
、
仙
台
、

福
岡
・
沖
縄
で
も

開
講
し
て
い
ま
す
。

大
阪
は
９
月
14
日

か
ら
大
阪
市
の

「
あ
い
お
い
ニ
ッ

　

兵
庫
県
は
阪
神
淡
路
大
震

災
の
教
訓
か
ら
平
成
17
年
に

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
制
度

（
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制

第1回講習会

あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対
応
　 

度
）
」
を
設
け
ま
し
た
。

　

県
内
に
住
宅
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
年
間
５
０
０
０
円

の
負
担
で
、
あ
ら
ゆ
る
自
然

災
害
で
被
害
を
受
け
た
住
宅

の
再
建
、
補
修
金
の
支
給
を

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

住
宅
が
半
壊
以
上
の
被
害

を
受
け
、
住
宅
を
再
建
、
ま

た
は
購
入
し
た
人
に
６
０
０

万
円
、
補
修
し
た
人
に
は
最

高
２
０
０
万
円
を
支
給
。

　

賃
貸
住
宅
所
有
者
も
加
入

で
き
、
所
有
戸
数
の
一
部
の

加
入
も
Ｏ
Ｋ
。
年
間
１
５
０

０
円
の
負
担
で
、
最
高
50
万

円
を
支
給
す
る
「
家
財
再
建

共
済
」
制
度
も
。
現
在
、
制

度
の
加
入
数
は
15
万
戸
余
り

で
加
入
率
は
８
・
６
％
。

　

平
成
21
年
の
台
風
９
号
に

よ
る
佐
用
町
な
ど
の
洪
水
被

害
で
、
初
め
て
共
済
金
が
支

給
さ
れ
、
復
旧
に
貢
献
し
ま

し
た
。
今
年
も
す
で
に
豪
雪

被
害
や
台
風
に
よ
る
洪
水
被

害
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
地
震
や
大
津
波
が
心
配

さ
れ
て
い
る
近
畿
地
方
、
制

度
を
兵
庫
県
外
に
も
広
げ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
⋮
。

相続支援講習「基礎コース」大阪開催日程表
回 日　程 時　間 講座名・講師
１ ９/14㈮ 14:00～18:00 ①相続支援業務で新たなビジネスチャンスを！

②相続法の基礎と分割対策の必要性
③遺言の基礎知識と公正証書遺言の作成
　講師・相続支援研究会委員

２ 10/19㈮ 14:00～18:00 相続税・贈与税の計算方法（基礎編）
講師・税理士

３ 11/16㈮ 14:00～18:00 相続税・贈与税の計算方法（財産評価編）
４ 12/20㈭ 14:00～18:00

終了後忘年会
①登記と戸籍の仕組み
　講師・司法書士
②相続発生後にできる対策
　講師・相続支援研究会委員

５ 12/21㈮ 10:30～12:30
13:30～15:30

①生命保険を活用した相続対策
　講師・生命保険会社
②相続にまつわるトラブルと基本アドバイス
　講師・相続支援研究会委員

６ １/11㈮ 14:00～18:00 ①税制改正と所得税及び固定資産税
　講師・税理士
②相続ドキュメント
　講師・相続支援研究会委員

７ ２/15㈮ 14:00～18:00 ①相続と測量
　講師・測量士
②裁判例から学ぶ「争族」とならないための基
礎知識
　講師・弁護士

８ ４/12㈮ 14:00～18:00 ①不動産の鑑定評価
　講師・不動産鑑定士
②相続税物納制度の実務対応
　講師・資産コンサルティング会社
③不動産所有会社設立による相続税･所得税の
節税対策
　講師・相続支援研究会委員

試験 ５/17㈮ 14:00～16:00 修了確認試験

　
新
会
員
紹
介
（
兵
庫
県
支
部
）

24
時
間
建
物
の

ト
ラ
ブ
ル
に
対
応

　

尼
崎
、西
宮
市
な

ど
阪
神
間
を
中
心
に

約
３
０
０
棟
、５
３
０

０
戸
の
建
物
を
管
理
。社
名
の

「
24
」が
示
す
通
り
24
時
間
の

ト
ラ
ブ
ル
対
応
が
売
り
物
で
す
。

　

対
象
物
件
は
賃
貸
住
宅
か

ら
分
譲
マ
ン
シ
ョン
、オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
な
ど
幅
広
い
。点
検
業
務
を

「
中
小
規
模
物
件
テ
ク
ニ
カ
ル

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
）」

と
し
て
、サ
ー
ビ
ス
を
標
準
化
。

　

オ
ー
ナ
ー

の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
と
料
金
を
選

択
で
き
ま
す
。
藤
堂
高
光
社

長
は
「
数
字
よ
り
、
社
員
が

満
足
で
き
る
企
業
を
目
指
し

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

日
管
協
加
入
は
、
情
報
力

の
強
化
が
目
的
。
賃
貸
住
宅

管
理
業
登
録
済
み
。

　

本
社
＝
尼
崎
市
南
塚
口
町

７
丁
目
24
︱
１
、
☎
06
︱
６

４
３
２
︱
２
４
１
１

オフィス24

き
め
細
か
な

管
理
提
案
が
特
徴

　

阪
神
間
を
中
心
に

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
か
ら

賃
貸
・
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
メ
ン
テ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

創
業
は
昭
和
47
年
。清
掃

を
ベ
ー
ス
に
、設
備
点
検
、営
繕

業
務
、改
築
、管
理
人
の
派
遣

ま
で
次
第
に
業
務
を
広
げ
て

き
た
会
社
で
す
。賃
貸
住
宅

管
理
業
登
録
も
終
え
ま
し
た
。

　

同
社
の
内
藤
剛
課
長
は

「
当
社
は
入
居
時
の
見
学
を

重
視
し
て

い
ま
す
」

と
話
し
ま

す
。
春
の
引
っ
越
し
シ
ー
ズ

ン
に
は
、
週
１
回
の
清
掃
を

２
、
３
回
に
増
や
す
な
ど
き

め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
の

が
大
き
な
特
徴
。

　

「
住
環
境
が
悪
化
す
る
前

に
先
手
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
き

る
会
社
で
あ
り
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

本
社
＝
西
宮
市
甲
風
園
１

丁
目
５
︱
16
、
☎
０
７
９
８

︱
65
︱
２
３
２
３

日本総管

藤堂高光社長内藤剛課長

兵
庫
県
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
制
度
」

日管きんき〈6〉 兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

〒540-0005 

大阪市中央区上町1-20-1上町和広ビル５Ｆ 

ＴＥＬ 06 - 6764 - 1945 

ＦＡＸ 06 - 6764 - 1947 

http://www.tamai-office.com/ 

● 各種の法人設立、起業支援 
  宅建業・建設業許認可 
● 社福法人、認可認証保育所、 
● 新公益法人 
公益認定・移行認可 

●

● 公正証書全般、及び遺言証書 
● セミナー、講演、講座企画 
● 家主地主の会構築、運営支援 

及び関連するＳＮＳ構築 

・・・等、実践実務幅広く対応 

 入管・在留資格・帰化 



兵庫・和歌山
奈良・滋賀

﹁
満
室
経
営
﹂と﹁
行
政
と
の
協
力
﹂を
テ
ー
マ
に

オーナーセミナー案内
　兵庫、滋賀、奈良、和歌山の各県支部のオー
ナーセミナーは和歌山県支部を皮切りに「満室
経営」と「行政との協力関係」をメーンテーマ
に開催されます。奈良県支部は昨年のアンケー
ト結果からテーマ、講師を選ぶなど、知恵と工
夫を凝らして開催します。（1面参照）

 

和
歌
山
県
支
部

︻
日
時
︼
10
月
14
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
17
時
。

︻
場
所
︼
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト

ホ
テ
ル
和
歌
山

　
（
☎
０
７
３
︱
４
３
５
︱

０
０
５
５
）。

︻
テ
ー
マ
・
講
師
︼

第
１
部
「
相
談
事
例
の
多
い

相
続
ト
ラ
ブ
ル
と
基
本
的

な
対
策
」。
松
本
智
日
管

協
兵
庫
県
支
部
長
。

第
２
部
「
失
敗
事
例
か
ら
学

ぶ
賃
貸
経
営
成
功
へ
の

道
」、
松
尾
充
泰
賃
貸
不
動

産
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

　

 

兵
庫
県
支
部

︻
日
時
︼
10
月
20
日
（
土
）、

14
時
〜
17
時
。

︻
場
所
︼
神
戸
国
際
会
館

　
（
☎
０
７
８
︱
２
３
０
︱

３
１
９
６
）。

︻
テ
ー
マ
・
講
師
︼

第
１
部
「（
公
財
）
日
本
賃

貸
住
宅
管
理
協
会
の
活
動

報
告
」
松
本
智
支
部
長

第
２
部
「
争
い
に
な
ら
な
い

為
の
相
続
対
策
」。
山
本
光

伸
㈱
長
栄
取
締
役
・
日
管

協
相
続
支
援
研
究
会
所
属

講
師
。

第
３
部
「
若
者
か
ら
高
齢
者

へ
、
賃
貸
住
宅
の
主
役
が

変
わ
る
日
」。
㈱
エ
イ
ジ
プ

ラ
ス
審
（
あ
き
ら
）
大
助

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
。

 

奈
良
県
支
部

︻
日
時
︼
10
月
28
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
17
時
。

︻
場
所
︼
ホ
テ
ル
日
航
奈
良

「
飛
天
」

　
（
☎
０
７
４
２
︱
35
︱
５

５
３
１
）。

︻
テ
ー
マ
・
講
師
︼

第
１
部
「
こ
れ
か
ら
の
賃
貸

住
宅
と
安
心
満
室
経
営
」。

西
村
里
香
リ
ク
ル
ー
ト
住

宅
総
研
主
任
研
究
員
。

第
２
部　

基
調
講
演
「
家
賃

滞
納
の
実
態
と
対
策
」。

宗
健
リ
ク
ル
ー
ト
フ
ォ
レ

ン
ト
イ
ン
シ
ュ
ア
取
締
役
。

　

 

滋
賀
県
支
部

︻
日
時
︼
10
月
28
日
（
日
）、

13
時
30
分
〜
17
時
。

︻
場
所
︼
草
津
市
立
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
７
︱
５
６
２
︱

９
２
４
０
）。

︻
テ
ー
マ
・
講
師
︼

第
１
部　
「
満
室
経
営
を
目

指
し
て
」。
日
管
協
滋
賀

県
支
部
会
員
各
社
。

第
２
部
「
相
談
事
例
の
多
い

相
続
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
基

本
的
な
対
策
」。
山
本
光

伸
㈱
長
栄
取
締
役
・
日
管

協
相
続
支
援
研
究
会
所
属

講
師
。

滋
賀
県
支
部
は
６
月
27
日
、

大
津
市
大
萱
町
の
エ
ル
ア
イ

シ
ー
ビ
ル
別
館
の
会
議
室
で

支
部
研
修
会
を
開
催
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
佐
々
木
中
央

司
法
書
士
事
務
所
の
司
法
書

士
・
佐
々
木
重
雄
さ
ん
が「
登

記
簿
謄
本
の
見
方
と
注
意
点
」

と
題
し
て
講
演
。登
記
簿
謄
本

の
取
り
方
か
ら
、そ
の
読
み
取

り
方
を
実
際
の
業
務
に
沿
っ
て

県
住
建
て
替
え
は
民
業
圧
迫
の
声

奈
良
県
は
、県
下
に
あ
る
45

団
地
、７
２
５
０
戸
の
県
営
住

宅
を
順
次
建
て
替
え
て
い
ま

す
。大
半
は
県
営
住
宅
に
住
ん

で
い
る
人
の
住
み
替
え
用
で
す

が
、一
部
は
新
規
入
居
者
を
募

集
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

一方
、奈
良
県
下
の
民
間
賃
貸
住

宅
は
空
室
率
が
増
大
し
て
お
り
、

こ
れ
以
上
の
公
営
住
宅
は
不
必

要
。借
上
げ
な
ど
、民
間
賃
貸
住

宅
を
活
用
し
た
住
宅
政
策
を
望

む
声
も
。

今
年
、郡
山
市
の
小
泉
団
地

で
建
て
替
え
た
県
営
住
宅
を

新
規
募
集
し
た
と
こ
ろ
、入
居

希
望
者
が
殺
到
。最
高
3
0
0

倍
も
の
競
争
率
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
「
建
て
替

え
た
県
営
住
宅
の
新
規
入
居

者
を
募
集
す
る
の
は
、
民
業

圧
迫
で
は
な
い
か
」
と
い
う

声
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
募
集
さ
れ
た
の
は
床
面

積
70
㎡
で
、家
賃
は
５
〜
６
万

円
。４
階
建
て
で
す
が
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
完
備
し
て
い
ま
す
。民

間
賃
貸
住
宅
な
ら「
家
賃
10
万

円
は
軽
く
超
え
る
」（
地
元
不

動
産
業
）と
い
う
物
件
。

本
来
県
営
住
宅
は
、
住
宅

困
窮
者
に
住
宅
を
供
給
す
る

も
の
。
そ
の
た
め
に
入
居
す

る
に
は
、
１
カ
月
15
万
８
千

円
以
下
と
い
う
収
入
制
限
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
県
内
で
は
大
手
家
電

メ
ー
カ
ー
・
シ
ャ
ー
プ
の
工

場
が
撤
退
す
る
な
ど
、
就
労

人
口
が
減
り
、
経
済
に
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
奈
良
市
周
辺

で
は
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
50

〜
55
㎡
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ

プ
の
空
室
が
増
加
。
賃
貸
住

宅
経
営
者
は
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
え
い
で
い
ま
す
。

奈
良
市
の
不
動
産
会
社
役

員
は「
他
府
県
で
は
す
で
に
民

間
賃
貸
住
宅
の
借
り
上
げ
に

よ
る
公
的
住
宅
の
供
給
が
始

ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

時
代
に
逆
行
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。民
間
住
宅

を
借
り
上
げ
て
、公
営
住
宅
に

し
た
方
が
、民
間
賃
貸
住
宅
の

経
営
を
助
け
、予
算
効
率
も

上
が
る
は
ず
」と
、民
間
賃
貸

住
宅
を
借
上
げ
て
、県
営
住
宅

と
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

話
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
「
か
わ
ら
ざ

き
不
動
産

鑑
定
事
務

所
」
の
不

動
産
鑑
定

士
・
河
原

崎
和
夫
さ

ん
が
「
地
価
動
向
と
土
地
評

価
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
滋

賀
県
内
各
地
の
実
例
を
具
体

的
に
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
明
日
か
ら
で

も
す
ぐ
に
使
え
る
実
践
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
も
ら
え

た
」
と
、
好
評
で
し
た
。

大津市でソフトボール大会を開催
11月７日、皇子山総合運動公園

　

恒
例
の
日
管
協

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

11
月
７
日
（
水
）

に
、
滋
賀
県
大
津

市
の
皇
子
山
総
合

運
動
公
園
で
開
催

し
ま
す
。
今
年
は

滋
賀
県
支
部
の
主

管
に
よ
っ
て
開
催
。
出
場

チ
ー
ム
を
募
集
中
で
す
。

皇
子
山
総
合
運
動
公
園

（
☎
0
7
7
・
5
2
2
・

7
0
6
5
）
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
名
神
高
速
京
都
東
Ｉ

Ｃ
か
ら
車
12
分
。
Ｊ
Ｒ
湖

西
線
大
津
京
駅
か
ら
徒
歩

５
分
。

大和郡山市の県営小泉住宅

滋賀県支部研修会

民
間
賃
貸
の
空
室
率
は
拡
大

「
実
践
的
」と
好
評

滋
賀
県
支
部
の
研
修
会

日管きんき〈7〉兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部



Kinki block Information日管協 近畿ブロック6支部・2012年後半の活動予定
和歌山県支部奈良県支部滋賀県支部兵庫県支部京都府支部大阪府支部

オーナーセミナー
11～12 日・インテックス大阪
賃貸住宅フェア会場内
組織広報委員会

●

●

オーナーセミナー準備活動
各委員会活動
●
●

オーナーセミナー
20 日（土）神戸国際会館
相続支援講習

●

●

オーナーセミナー
28 日（日）草津市立まちづ
くりセンター

● オーナーセミナー
28 日（日）ホテル日航奈良
● オーナーセミナー

14 日（日）
ダイワロイネットホテル

●

ベンチマーク委員会
組織広報委員会
業務・研修委員会

●
●
●

各委員会活動
業務研究コンクール詳細
●
●

近畿ブロック会新年会参加●

10
月

11
月

12
月

1
月

オーナーセミナー
3日（土・祝）
「ハートピア京都」

● 登録制度参入へ活動
相続支援講習
●
●

ソフトボール大会
7 日（水）皇子山総合運動公
園

● 会員拡大運動● 会員増加活動●

各委員会活動● 会員増へ全会員と協力活動
会員の交流充実
相続支援講習

●

●

会員増活動● 奈良県など行政と連絡● 支部活性活動●

近畿ブロック会新年会参加● 近畿ブロック会新年会参加
相続支援講習
●
●

支部活動の充実へ体制強化
近畿ブロック会新年会参加
●
●

近畿ブロック会新年会参加● 近畿ブロック会新年会参加●

日管協 近畿ブロック６支部の事務局
●大阪府支部〈地下鉄肥後橋駅下車歩10分〉
　〒550-0002
　大阪市西区江戸掘 2丁目 1番 1号 江戸堀センタービル
　セーフティジャパン・リスクマネジメント㈱内
　TEL.06-6225-9055　FAX.06-6225-9056
　E-mail.nikkankyo1020@aria.ocn.ne.jp
●京都府支部〈烏丸通沿いのビジネス街〉
　〒604-8162
　京都市中京区烏丸通六角下る七観音町 637
　第 41 長栄カーニープレイス四条烏丸 2階
　TEL.075-211-4774　FAX.075-251-1144
　E-mail.kyoto@jpm.jp
　「相続・相談コーナー」も同フロアに。
●兵庫県支部〈阪急、阪神、JR三宮駅から歩10分〉
　〒651-0093
　神戸市中央区二宮町 1丁目 2番 3号 マスダビル 5F
　（ハウスプロメイン内）
　TEL.078-222-0837　FAX.078-242-6656
　E-mail.koshino@hpm.co.jp
●滋賀県支部〈JR瀬田駅から歩10分〉
　〒520-2144
　滋賀県大津市大萱 1丁目 4-15 LIC ビル 3F 
　TEL.077-543-2868　FAX.077-543-3968
　E-mail.soumu@g-lic.co.jp
●奈良県支部〈近鉄西大寺駅歩すぐ〉
　〒631-0816
　奈良市西大寺本町 1番 6号（丸和不動産内）
　TEL.0742-36-0001　FAX.0742-36-0055
　E-mail.chintai@apaman.ne.jp
●和歌山県支部〈JR和歌山駅より車約10分〉
　〒640-8390
　和歌山市有本 827-6
　TEL.073-424-1111　FAX.073-426-1081
　E-mail.rh-info@rentalhouse.co.jp

　

こ
の
秋
は
不
動
産
に
関
し

た
試
験
が
集
中
。そ
の
数・種

類
は
驚
く
ほ
ど
で
す
。昔
は

宅
建
試
験
ぐ
ら
い
で
つ
く
づ

く
と
時
代
を
感
じ
ま
す
。不

動
産
業
の
規
制
や
法
律
は
多

く
、他
の
分
野
と
比
較
し
て

も
歴
然
。従
事
す
る
側
も
専

門
的
知
識
が
必
要
に
な
る
わ

け
で
す
。こ
こ
、２
〜
３
年
の

賃
貸
業
に
関
し
た
、資
格
試

験
の
増
大
は
不
動
産
業
の
奥

の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）

 

理
事

長
田
修
氏　

理
事
歴
は
長
く
、

本
部
理
事
会
で
は
関
西
を
代

表
し
て
提
案
の
機
会
も
多
い
。近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
長
の
立
場
か
ら
の
発
言
も
目
立

ち
ま
す
。初
代
の
京
都
府
支
部
長
。現

在
は
本
部
理
事
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
と

組
織
の
向
上
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。㈱
長
栄　

代
表
取
締

役
。

岡
本
秀
巳
氏　

京
都
府
支
部

で
の
役
員
経
歴
は
京
管
連
時

代
か
ら
。ま
た
、京
都
宅
建
な
ど
の
役

員
も
経
験
。他
の
組
織
と
の
交
流
、共

生
に
力
量
を
発
揮
。日
管
協
の
評
議

員
も
経
験
し
、今
年
度
か
ら
理
事
に
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

局
長
に
今
年
度
か
ら
就
任
。ま
た
、京

都
府
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会

の
理
事
長
と
し
て
も
活
躍
中
。㈱
都
ハ

ウ
ジ
ン
グ　

代
表
取
締
役
。

山
本
肇
氏　

大
阪
府
支
部
長

と
し
て
三
年
度
目
。理
事
歴
も

二
年
で
す
。本
部
の
会
合
に
は
全
出
席

し
て
大
阪
府
支
部
を
は
じ
め
、近
畿
ブ

日
管
協
ニ
ュ
ー
ス

登
録
制
度
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

一
般
周
知
へ
役
割

　

近
畿
の
管
理
業

者
も
登
録
に
積
極

的
な
動
き
が
見
ら

れ
ま
す
。国
交
省
は
シ
ン
ボ
ルマ
ー

ク
を
設
定
。登
録
業
者
の
店
頭
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
も
使
え
、同

制
度
の
普
及
、周
知
徹
底
に
役
立

て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

登
録
制
度
は
最
終
的
に
は
業

者
が
国
交
省
が
求
め
る
レ
ベ
ル
の

高
い
管
理
を
行
い
、貸
主・借
主
の

利
益
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
到

達
し
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
、賃
貸
住

宅
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
建
物
を
円

形
で
囲
み
貸
主
や
借
主
へ
の
安
心

感
を
全
体
に
ま
と
め
て
表
現
。貸

主
、借
主
、管
理
業
者
の
関
係
の

連
続
性
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
よ

う
で
す
。現
在
、全
国
で
登
録
業

者
は
約
２
０
０
０
。マ
ー
ク
の
効
果

に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

優
秀
な
女
性
社
員
の

　
　
　
推
薦
募
集
始
ま
る

日
管
協
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会

　

日
管
協
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会

（
北
澤
艶
子
委
員
長
）は
、ワ
ー
キ

ン
グ
ウ
ー
マ
ン
表
彰
制
度
の
推
薦

募
集
を
実
施
。今
回
で
３
回
目
に

な
り
、日
管
協
の
各
企
業
で
活
躍

し
た
女
性
を
選
ん
で
表
彰
す
る

も
の
。こ
れ
ま
で
全
国
で
21
人
が

受
賞
。

　

受
賞
者
は
12
月
に
行
わ
れ
る

レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会
の
大
会
で
発

表・表
彰
さ
れ
ま
す
。

研
修
の
主
役
は〝
相
続
〟

各
地
で
相
続
税
を
め
ぐ
る

イ
ベ
ン
ト
続
出

　

相
続
税
関
係
の
研
修
や
セ
ミ

ナ
ー
が
続
出
で
す
。法
律
が
変
わ

る
と
オ
ー
ナ
ー
の
財
産
に
も
大

き
く
影
響
。ま
た
、オ
ー
ナ
ー
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
コ
ン
サ
ル
業

務
に
関
わ
る
人
も
し
っ
か
り
と
相

続
税
の
行
方
を
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

家
主
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
主
テ
ー

マ
は〝
相
続
税
〟に
関
す
る
も
の
が

圧
倒
的
で
す
。日
管
協
会
員
会

社
の
オ
ー
ナ
ー
会
で
も
受
講
す

る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

日
管
協
の
兵
庫
、京
都
な
ど
で

も
本
格
的
な
研
修
が
続
行
中
で

す
。

近畿ブロックをリードする
日管協本部の理事・評議員紹介

　公益財団法人の日管協は今年３月末で全
国で１千２０４社、管理戸数は４００万戸を超
しています。組織をリードするのが会長をは
じめ理事や評議員です。近畿ブロック（６支
部）内にも左のように理事・評議員が揃い、活
動しています。

ロ
ッ
ク
会
へ
本
部
の
方
向
性
を
伝
え
る

役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。不
動
産
組

織
、大
阪
府
や
市
の
住
宅
関
係
者
と
も

交
流
。百
社
を
超
す
大
阪
府
支
部
の
活

性
へ
竹
中
事
務
局
長
ら
と
協
力
。関
西

建
設
㈱　

代
表
取
締
役
。

宮
野
純
氏　

大
阪
府
支
部
の

運
営
委
員
で
あ
り
、新
設
立

し
た「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
委
員
会
」の
代
表
。

視
野
が
広
く
、新
し
い
研
修
の
方
法
を

考
え
、早
速
実
行
す
る
積
極
性
に
期

待
大
。全
国
賃
貸
管
理
ビ
ジ
ネ
ス
協
会

大
阪
府
支
部
長
な
ど
、業
界
の
役
職
も

多
い
。タ
カ
ラ
グ
ル
ー
プ　

代
表
取
締

役
。

山
口
俊
和
氏　

滋
賀
県
支
部

長
で
当
初
か
ら
日
管
協
の
活

動
に
熱
心
。理
事
は
２
年
目
。地
域
活

性
の
中
心
に
な
っ
て
こ
そ
存
在
が
大
き

く
な
る
が
持
論
。㈱
エ
ル
ア
イ
シ
ー　

代
表
取
締
役
。

松
本
智
氏　

兵
庫
県
支
部
長
。

理
事
は
今
年
度
か
ら
で
全
国

支
部
長
会
議
で
の
発
言
や
保
証
制
度

の
普
及
、相
続
税
対
策
な
ど
熱
心
に
取

り
組
み
中
。地
元
の
兵
庫
県
と
の
住
宅

活
用
協
議
会
に
も
参
加
、民・公
に
わ

た
っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、協
力
な
ど
で

地
元
の
活
性
プ
ラ
ス
日
管
協
の
存
在
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。㈱
ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ

ン　

代
表
取
締
役
。

 

評
議
員大

美
威
之
氏　

評
議
員
歴
は

同
制
度
発
足
以
来
。大
阪
府

支
部
長
の
経
験
も
あ
り
、賃
貸
管
理

業
に
つい
て
は
す
べ
て
知
り
尽
く
し
て
い

る
。ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
出
身
で
、後
に
賃

貸
管
理
の
分
野
へ
。組
織
運
営
に
つ
い

て
も
長
年
の
経
験・実
績
か
ら
常
に
積

極
的
な
意
見
を
発
表
す
る
貴
重
な
存

在
。大
阪
府
支
部
の
相
談
役
。㈱
ハ
ー

ト
ガ
ス
シ
ス
テ
ム　

相
談
役
。
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